
名　　　称 菌類を活用したマツ林の造成試験
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協力機関

背景・目的

奈良県林業試験場（河合主任研究員：当時）が、アカマツの取り木苗を利用した菌根形成方法（奈良
県特許）を用い、ホンシメジ菌糸体をアカマツ取り木苗とともに埋め込んだところ、林地でのホンシメジ
ンの人工的な発生に成功した。
菌根菌は、植物から糖などの光合成産物を受ける見返りとして、土壌から吸収した水分、窒素、リン、
カリウム等を植物に与えて、共生する微生物であり、菌糸は生理的には根毛の役目を果たし、乾燥地
域等でも菌根をつくることによって樹木の生長を助けている。また、菌糸体を接種した取木苗が枯死
した場合でも、菌糸体は生存している特徴があることから、アカマツ林の環境改善になる腐植層のか
き取りを実施し、取り木を苗を使った「菌根形成方法」により、ホンシメ菌を活用し、健全なアカマツ林
が造成を図る。

成　　　果

(試験プロット）①区～③区を設定
　　　　　　　　　各区内で菌根菌を接種したＡ及びＢ、接種をしていないＣを対照区としている。
（経過）
Ｈ12年５月　試験地の設定及び取り木苗の採取
         ８月　除伐及び地かき
　　　 10月　菌床及び取り木苗の接種
Ｈ18年10月　除伐及び地かき（作業実施中にホンシメジの発生を確認）
Ｈ19～20年  除伐及び地かき（取木苗につていは１本を残しすべて枯れてしまっているが、ホンシメジ
については確実に発生量が年々増加している。）
（成果）
（１）ホンシメジの発生量が多く見られた箇所は、①－Ｂ、①－Ｃ、②－Ｃ、③－Ａで、枯損率は30％以
下であった。発生が無いか若しくは発生量が少ないプロットでは、枯損率が40％以上となっており、菌
根菌であるホンシメジが何らかの影響を与えていると考えられるが、接種していないＣからのホンシメ
ジの発生原因は特定できない。
（２）試験プロット①－Ａの北側及び、③－Ｃの南側に隣接する試験地外の天然性アカマツについて調
査をおこなった結果、③－Ｃに隣接する箇所では、枯損率が極めて小さく、9.9％となっているが、平均
胸高直径・樹高ともに試験地内の天然性アカマツよりも小さく本数も多くあり、林齢的に試験地よりも
若齢林分であるため、枯損率が低いように思われる。
（３）試験区Ａ・Ｂ・Ｃ毎の枯損率を集計した結果、接種したＡ・Ｂよりも、接種していないＣの枯損率が
低い結果となり、菌根菌の接種の有無による効果の違いは明瞭にはならなかった。

成果の活用
なし

関連文献等
・ホンシメジによる培養菌糸体のアカマツ林地埋設によるシロおよび菌根形成（河合 １９９７)
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